











キーワード：敵 . 女性作家 . 戦地ルポ
１ .「敵」作りの背景と特徴





















































































































































　1937 年 8 月 25 日吉屋信子は主婦之友特派員として東京を立ち中国華北と上海
戦地へ赴いた。その従軍報告は『戦火の北支現地を行く』（1937 年 10 月）、『戦



























































































































　1938 年 8 月、林芙美子はペン部隊の陸軍班員として上海についてから、単独
行動を取った。海軍軍用機で南京に飛び、船で江西の九江に着き、九江前線見学
























































































なかったのだ。有罪判決が出たのは 1938 年 9 月であるが、前作の失敗を取り戻
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